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2016年 9月 20日 

 

第 21回全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）関東ブロック予選会 

開催要項（web掲載版） 

 

1. 大会名： 第 21回全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）関東ブロック予選会 

 

2. 主催： 公益財団法人日本アイスホッケー連盟 

 

3. 主管： 公益財団法人東京都アイスホッケー連盟 

 

4. 開催期間： 2016年 12月 3日（土）、4日（日） 

 

5. 会場： 東大和スケートセンター 

 〒207-0022  東京都東大和市 桜が丘 1-1330-19  Tel: 042-566-6898 

 

6. 参加資格：  

1） （公財）日本アイスホッケー連盟に登録されているチームの役員・選手とする。 

2） 出場選手は中学生以上とし、高校生以下の選手について保護者の承諾を得

る。 承諾書は参加申し込み時に添付する。 

 

7. 参加都県： 神奈川県・栃木県・東京都 

 

8. 全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）への参加チーム数： 4チーム 

 関東ブロック代表： 3チーム 

 開催枠： 1チーム（栃木県） 

 

9. 予選会免除： 全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）の開催都県は、予選会を免除する。 

 

10. 順位決定： 競技要項参照 

 

11. 組み合わせ： 別紙参照 

 

12. 競技規則： 競技要項参照 
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13. 参加申し込み：  

1） 指定の参加申込書に必要事項を記載し、締切日までに下記宛てに E-mail に

添付して送信する（押印省略可）。 

 公益財団法人東京都アイスホッケー連盟 佐藤深雪 

E-mail: （web版には掲載いたしません） 

2） 印刷・押印した申込書を下記へ郵送する（直接届け出も可能）。 

 公益財団法人東京都アイスホッケー連盟 

〒202-0021  東京都西東京市東伏見 3-1-25  

Tel: 042-467-8282 Fax: 042-468-2131 

3） 申込締切日： 2016年 10月 31日（月） 

 

14. 役員・出場選手：  

1） チームのベンチ入り選手は 22 名以内（GK2 名を含む）、役員は 8名以内（最

低 1名）とする。 

2） 試合開始前に最低 6名（GK1名を含む）の選手と、役員 1名が揃わないチー

ムは棄権したものとみなし、0対 15の不戦敗とする。 

3） 1チーム 3名以内の選手補強を認める。その場合、 

 関東ブロック内での補強に限る（都県を越えての補強も可能）。 

 女子チームに登録の選手に限る。 

 全日本女子選手権（A）に出場する選手による補強は認められない。 

 事前に所属チームと所属連盟の承認を得なければならない。承認文書

は参加申し込み時に添付する。 

 

15. 参加費： 

1） 参加費： 50,000円 

2） 振込先：  

 銀行名 東京三協信用金庫 東伏見支店 （店番号 016） 

 口座名 財）東京都アイスホッケー連盟 

 口座番号 普）0103328 

3） 期限： 2016年 11月 25日（金） 期日厳守をお願いいたします。 

 

16. 監督会議： 実施いたしません。 

競技に必要な事項については、事前に参加チームと大会本部にて協議・確認い

たします。 
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17. 申し合わせ事項： 

1） 予選会期日については、11月開催を基本とする。 

2） 予選会開催都県は持ち回りとする。 

2012 年：栃木県→2013 年：茨城県→2014 年：千葉県→2015 年：神奈川県

→2016年：東京都→2017年：群馬県→2018年：埼玉県 

 

18. 問い合わせ先：  

 全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）関東ブロック予選会 大会事務局 

 （公財）東京都アイスホッケー連盟 

 佐藤 深雪  

 石橋 俊基   
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競技要項 

 

1. 競技方法・競技時間： 

1） 下記の方法で行う。 

① 参加都県の第一代表チームで試合を行い、関東ブロック代表順位（第一

代表・第二代表）を決定する。 

② 参加都県の第二代表チームで試合を行い、関東ブロック第三代表を決定

する。 

2） 正味 20分ピリオド×3ピリオドとする。 

3） 練習（10分）・1ピリオド（20分）→休憩（5分）→2ピリオド（20分） 

→整氷（12分）→3ピリオド（20分） 

4） 10点差以上の得点差がついた時点で、次のフェイスオフ以降、ランニングタイ

ムとする。 

① 点差が縮まった場合でも継続する。 

② 次の場合は時計を止めるものとする。 

ア） 得点時、一旦止める。レフェリーがオフィシャルに報告にきた時点で直

ちにスタートする。 

イ） 反則発生時、一旦止める。次のフェイスオフでスタートする。 

ウ） 選手が負傷し交代に時間を要する場合やチームからの質問で時間を

要する場合など、レフェリーの指示で止める。次のフェイスオフでスタ

ートする。 

③ 反則時間終了時にプレーが止まっていた場合、その選手は次のフェイス

オフでパックがドロップされるまでペナルティベンチから出られない。 

5） 1試合につき、各チーム 1回のタイムアウト（30秒）を取ることができる。 

 

2. 順位決定： 

1） 第 3ピリオドが終了した時点で同点の場合、直ちに IIHF国際競技規則に基づ

くゲームウィニングショットを行う。 

2） 「1. 競技方法・競技時間－1」に基づき、第21回全日本女子アイスホッケー選

手権大会（B）関東ブロックの代表順位とする。 

 

3. 競技規則： 

1） IIHF国際競技規則が定める規則に従う。下記の「4.補助規則」を適用する。 

 

4. 補助規則： 

1） 試合を棄権するチームは、事前に大会事務局にその理由を添えて通知しなけ

ればならない。試合を棄権した場合、0対 15で不戦敗とし、下記「5. 棄権によ

る罰則」に従うものとする。 

2） ボディチェックは禁止する。 
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3） 選手は、顔全面を覆うフルフェイスマスクのヘルメット、ネックガード、マウスガ

ードを着用しなければならない。 

4） 原則として、頭髪はヘルメットの中に収める。 

5） ユニフォームとストッキングは統一したものを着用し、ヘルメットとパンツは同

色のものを着用しなければならない。 

6） オールメンバー表は試合開始 45分前までに大会本部に提出する。 

7） オールメンバー表に記載されていない選手は試合に出場できない。発覚次第、

退場とする。当該選手がポイント（ゴール・アシスト）をあげても無効とする。 

当該選手がペナルティをおかした場合は、代替選手がそのペナルティを受け

るものとし、当該選手は退場とする。背番号の間違いは発見次第、直ちに修

正すること。ポイントは認められ、出場可能とする。 

8） オールメンバー表に記載されていない役員はベンチ入りできない。 

9） 対戦表の左側のチームは、本部席の左側のベンチを使用する。 

10） ホーム・ビジター制度を適用する。試合でのホーム・ビジターは、試合前の

パックトスにて決定する。 

11） 各試合に、（公財）東京都アイスホッケー連盟レフェリー委員会より、レフェ

リー1名、ラインズマン 2名を派遣する。 

  

5. 棄権による罰則： 

1） 申込み締切り後、棄権を申し出るチームは大会事務局にその理由をそえて通

知すると同時に不参加料50,000円を納金する。（参加費の振込が完了してい

る場合は、参加費を不参加料とみなします。） 

2） 事前の棄権通知を怠り、且つ、不参加料を納金しないチームは、いずれの場

合も今後の（公財） 日本アイスホッケー連盟の主催する公式試合の参加を認

めない。 この出場停止期間は（公財）日本アイスホッケー連盟において、別途

審議決定する。 

 

6. 保険の加入：  

大会参加チームは必ずスポーツ傷害保険等に加入しておく。選手・役員等の移

動を含む本大会に係る事故、負傷、盗難等について、主催連盟・主管連盟は責

任を負わないので、各チームが責任を持って予め対処する。 

 

7. 試合中の傷病：  

試合中に選手が負傷等した場合、応急処置は行うが、その後は各チームおよび

個人の責任とする。 

 

 


